
  

 

 
 

 

中小企業の「継続力」を考える（総括編） 

―“ファミリービジネス”の経営が示唆するものは何か― 

 

視 点 

信金中央金庫 地域･中小企業研究所では、2019年度を通じた年間調査テーマの一つとして「中

小企業の『継続力』を考える」を設定し、そこで解明すべきターゲットを“幾度にもわたって事

業承継を成し遂げていく力”と捉え、親族内承継を軸に事業承継をクリアし続けている全国各地

の“ファミリービジネス”へヒアリング調査を実施してきた。 

本稿では、これらをあらためて振り返りつつ、そのなかで圧倒的な存在感をもって浮上してき

た“ファミリービジネス”というキーワードを軸に、その「継続力」の源泉などについての総括

を試みた。 

要 旨 

 ヒアリング調査を実施したファミリービジネスの多くに共通してみられたこととして、①幼

少のころより会社の現場は「遊び場のようなもの」だった、②回帰のきっかけの多くは「親

が体調を崩したこと」だった、③さまざまな社外経験が糧となっている、といった話が多か

った。 

 わが国の長寿企業の多くがファミリービジネスであるという実態を踏まえれば、ファミリー

ビジネスは、今日の長寿企業が共通してくぐり抜けてきたとされている４つのリスク（①人

事リスク、②事業リスク、③天災地変リスク、④倫理リスク）を軽減あるいは回避していく

仕組みのようなもの（いわば継続力）を何らかの形で備えていると考えることもできよう。 

 多くのファミリービジネスが共通して備えている「継続力」の源泉があるとすれば、それは

「常に長期的な目線から企業経営に取り組んでいること」に総括できるとみられる。およそ

30年ごとに繰り返される世代交代（事業承継）は、環境変化に対応したビジネスモデル転換

の好機であるとともに、さらにその先をも見据えることで、取引先や地域社会など社外の利

害関係者とも長期的な相互信頼関係を構築していける可能性をも秘めている。 

 欧米では、ファミリービジネス（同族経営）をポジティブに評価していることが多い。今後

は、わが国においても、ファミリービジネスの「継続力」があらためて見直され、「ほんと

うはすごい」という認識が広がっていくと考えられる。 
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目次 

はじめに 

１．ヒアリング調査を実施したファミリービジネスにみる共通項 

（１）「幼少のころから会社の現場は“遊び場のようなもの”だった」 

（２）回帰のきっかけは「親が体調を崩して」 

（３）さまざまな社外経験が糧に 

２．なぜ長寿企業の多くはファミリービジネスなのか 

（１）事業承継を世代交代と捉えながら長期目線で「人事リスク」を回避 

（２）次代を担う後継者が「事業リスク」をビジネスチャンスへ転換 

（３）ヒトや地域の力で「天災地変リスク」を乗り越える事業継続のＤＮＡ 

（４）“ファミリーガバナンス”の力は「倫理リスク」をも克服 

３．ファミリービジネスに見る「継続力」の源泉とは何なのか 

おわりに 

《参考付表》「中小企業の『継続力』を考える①～④」で掲載してきた事例企業（22 件） 
  

はじめに 

信金中央金庫 地域･中小企業研究所では、2019 年度を通じた年間調査テーマの一つ

として「中小企業の『継続力』を考える」を設定し、解明すべきターゲットを“幾度に

もわたって事業承継を成し遂げていく力”と捉え、調査レポート４本（図表１）の作成

過程では、親族内承継を軸に事業承継をクリアし続けている全国各地の“ファミリービ

ジネス”22 社へヒアリング調査を実施してきた。 

本稿では、2019 年度を通じて実施してきた「継続力」にかかる調査研究をあらためて

振り返りつつ、そのなかで圧倒的な存在感をもって浮上してきた“ファミリービジネス”

というキーワードを軸に、その「継続力」の源泉などについての総括を試みた。 

 

１．ヒアリング調査を実施したファミリービジネスにみる共通項 

以下では、ヒアリング調査を実施したファミリービジネス（以下、「ＦＢ」という。）

22 社の多くに共通してみられた事項等について、まずはその概要を整理してみた。 

 

（１）「幼少のころから会社の現場は“遊び場のようなもの”だった」 

多くのＦＢの経営者やその後継者たちが語っていたキーセンテンスの一つに「遊び場

（図表１）2019 年度調査研究テーマ「中小企業の『継続力』を考える」にかかる作成レポート 

 
 

通番 サブタイトル 掲載事例
産業企業情報

通番
発信日

信金中金月報

掲載

① “親族間のバトンタッチ”で受け継がれる企業家精神 5件 2019-1 2019.6.27 2019年8月号

② ファミリービジネスの“後継者”としての意識が醸成されるプロセスとは 6件 2019-5 2019.9.27 2019年11月号

③ ファミリービジネスにおける“ファミリーガバナンス”の力 5件 2019-7 2019.12.25 2020年2月号

④ ファミリービジネスにおける後継者育成 6件 2019-10 2020.3.31 2020年5月号
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のようなものだった」といったものがあげられる。すなわち、企業経営の現場（工場や

店舗など）と生活の場である自宅が物理的に近接していることの多いＦＢでは、半ば必

然的に、経営者の子供たち（＝後継者候補たる人材）にとって、企業経営の現場が幼少

のころから生活空間の一部でもあったというケースは多かった（図表２）。 

ＦＢの事業を引き継いできた後継者たちの多くは、幼少のころから経営の現場（後継

者たちにとっては「遊び場のようなもの」でもあった）で親たちが働く姿を身近に感じ

ながら育ってきた。それによって本人が事業承継の意思を固めるに至ったかどうかは定

かでないにしても、ヒアリングしたＦＢの多くでは、紆余曲折がありながらも“後継者

候補”たる人材として、結果的に「遊び場のようなもの」たるＦＢの現場へ“回帰”し

ていた。 

また、単なる「遊び場のようなもの」にとどまらず、味や香りといった五感にすり込

まれているようなケースもあった一方で、祖父母の訓えなど家族生活の空間そのものも、

後継者候補たちにとってさまざまな形での人格形成（後継者教育）の場になっていた。

このような企業経営の現場が幼少のころからずっと身近にあること（ビジネスとファミ

リーの融合）自体が、本来的なＦＢの強みのひとつであると考えられた。 

 

（２）回帰のきっかけの多くは「親が体調を崩して」 

今般の調査で訪問取材したＦＢ後継者の多くが「もともと事業を継ぐ気はなかった」

と語りながらも、何らかのきっかけで、あたかも“吸い込まれていく”かのごとく、結

果的にＦＢへの回帰を果たしていた。なかでも、多くのケースで回帰のきっかけとなっ

ていたのが「親（先代経営者）が体調を崩して」というものだった（図表３）。 

一般に、「親が体調を崩して」という場面は、家族にとっての一大事であり、状況次

第では子供世代の本格的なサポートが必要となるようなケースも少なくない。とりわけ、

ＦＢのように家族と事業が一体となっているようなケースでは、親が体調を崩したこと

（図表２）企業経営の現場が「遊び場のようなものだった」と語っていた事例 

 
（備考）1.（ ）内の数字①～④は掲載レポートの通番を示す（図表３，図表４も同様）。 

２．ＦＢ各社へのヒアリングをもとに信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

幼いころから店に出入りするなど、質屋業を身近に感じながら育ってきた（吉川商事㈱の吉川取締役①）

幼いころから遊び場として製造現場（酒蔵）に出入りし、従事する家族の姿や、杜氏など従業員たちの働く姿を身近に感じながら

育ってきた（簸上清酒(名)の田村代表①）

幼いころから自宅に隣接した酒蔵に遊び場として出入りし、両親や従業員たちの働く姿を見て育つなど、常に生活の一部に家業が

あった（小澤酒造㈱の小澤会長①）

小学生のころまでは自宅裏に工場があったため、幼いころに工場敷地内で遊んでいた記憶がある。自宅庭で行われる社内イベント

（バーベキュー大会）などにも参加し、従業員たちと触れ合う機会も多かった。自宅では海外取引先の訪問を受けるなど、父親の働

く姿は身近だった（斎藤遠心機工業㈱の斎藤部長②）

幼いころは自宅の隣が会社だったため、会社は遊び場のようなものだった。会社へ遊びに行くと、当時同居していた祖父から「自分

たちが生活できているのはここにいる社員たちのおかげなんだよ」ということを懇懇と教えられた（㈱ウノフクの卯野専務②）

幼いころから家業としてのバターやクッキーの香りには馴染みがあった（日東香料㈱の今井社長③）

父親のうなぎ料理の味を幼いころから美味しく感じながら育ってきた（㈱土用亭の福田取締役③）

工場敷地内で幼いころキャッチボールをして遊んだ記憶もあり、工場敷地は遊び場のようなものだった（萬国製針㈱の髙橋社長④）

幼少のころから、学校が休みになると工場内で工作機械に触れながら父親の“手伝い”をしていた（㈱サトウ精機の佐藤社長④）
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に端を発した家族のピンチは、そのまま事業継続の危機に直結する問題ともなりかねな

い。それだけに、その子供世代にとっては、事業承継の意思があるかないかにかかわら

ず、急遽、“ピンチヒッター”として回帰せざるを得ないことは、ある意味で必然とい

えるかもしれない。 

ちなみに、野球の世界では、そのピンチヒッターがそのまま守備につくことも少なく

ない。これと同様に、経営者が体調を崩すというネガティブな出来事が後継者台頭のき

っかけとなり、結果として事業承継につながっていくことが多いという現実は、ファミ

リーメンバー間の調和というセーフティーネットの力によって支え合っていくという、

ＦＢならではのガバナンスに依拠した「継続力」の源泉の一つではないかと考えられた。 

 

（３）さまざまな社外経験が糧に 

今般の調査で訪問取材したＦＢの経営者や後継者の多くが、自社以外での勤務や海外

留学など、さまざまな社外経験を有していた。後継者育成策の一環として、先代（親）

の指示（紹介）の下で、あるいは自らの意思で、主要得意先や同業他社などで“修行”

の一環として勤務経験を積んだり、あるいはグローバル時代を見据えながら海外へ留学

したりというケースは多かった。しかしその一方で、「もともと事業を継ぐつもりはな

かった」との言葉どおり、まったく無関係の業界に勤めていながら、結果的に後継者と

して台頭したというケースもあった（図表４）。 

ただ、いずれのケースにおいても、ＦＢの後継者たちにとって、ＦＢという限定的な

空間以外での経験を積み、しかるべきタイミングで回帰したことが、実際にその後の展

開の中で大きな糧となっていた。一般に、後継者育成という局面で、さまざまな社外経

験が貴重なキャリア形成の機会となっていることは多いが、現実のＦＢにおいても、こ

れが有効に機能しているという実態を垣間見ることができた。 

（図表３）回帰のきっかけとして「親が体調を崩して」と語っていた事例 

 
（備考）ＦＢ各社へのヒアリングをもとに信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

自分が体調を崩したことをきっかけに、家族が集まる場所において、息子が『いま勤めている会社を辞めて家業を手伝う』と

申し出てくれた（簸上清酒(名)の田村代表①）

父親が体調を崩したことをきっかけに、後継者として孤軍奮闘する弟をサポートするため、東京の勤め先を辞めて自らの意思

で家業を手伝うことを決断した（㈱岩清の岩﨑取締役①）

父親が体調を崩したことをきっかけに東京から戻り、母親が女将として切り盛る温泉旅館を手伝っていたが、父親の看病と旅

館経営に無我夢中な母親の姿を見て、女将を継ぐ決意を固めた（㈱皆生つるや女将の宇田川智恵氏②）

もともと事業を継ぐ気もなく東京の異業種で勤務していたが、父親より『30歳になったら広島に戻ってきてほしい』という意

思表示があり、そのころ母親が体調を崩したことも契機となって、広島に戻ることを決断した（㈱中野鉄工所の中野社長④）

地元企業で営業や事務に従事するなか、父親が体調を崩したことをきっかけに、家業を手伝うような形で入社した。その時点

で事業を引き継ぐつもりは全くなかったが、やがて仕事が楽しいという意識が醸成され、さまざまな勤務経営を通じていずれ

は社長という意志が固まった。（㈱サトウ精機の佐藤社長④）

大学生のころ父親が急遽体調を崩す場面があり、この時初めて『親というものはいつまでも元気というわけではないのが現実

だ』と自覚、いずれは自分が家業を継がなければならないという意識が芽生えた（㈱清瀬の廣瀬社長④）
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２．なぜ長寿企業の多くはファミリービジネスなのか 

わが国は、世界一の長寿企業大国ともいわれているが、それら長寿企業の多くはファ

ミリービジネス（同族承継）であるという実態もある（図表５）。それはなぜなのか。

当研究所では、そうした問題意識の下に、ＦＢ特有の「継続力」の源泉を探るべく、2019

年度を通じて全国各地のＦＢへのヒアリング調査を実施するとともに、各方面の有識者

の方々とも意見交換を重ねて

きた。 

以下では、日本経済大学大学

院特任教授である後藤俊夫氏

が、著書「長寿企業のリスクマ

ネジメント」（2017 年）の中で

示した、長寿企業がくぐり抜け

てきた４つのリスク（①人事リ

スク、②事業リスク、③天災地

変リスク、④倫理リスク）を切

り口として、なぜ長寿企業の多

くがＦＢなのかを考察してみ

た。 

（図表４）他社での勤務経験等の事例 

 
（備考）ＦＢ各社へのヒアリングをもとに信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

（図表５）長寿企業の同族承継割合（％） 

 
（備考）１．日本経済新聞出版社が帝国データバンクの各種資料をもとに 

      社長の就任経緯が判明している長寿企業のみで集計 

    ２．日本経済新聞出版社「長寿企業 逆境に勝つ強さの秘密」 

      （2020）をもとに信金中央金庫 地域･中小企業研究所作成 

特に事業を継ぐ意志はないなかで、大手広告代理店でセールスプロモーションの仕事に約12年従事していた（㈱江戸一飯田の飯田社長①）

将来の事業承継を見据えながら、大学卒業後は宝石卸売会社で4年間勤務、そこで宝石鑑定士の資格を取得するなど質屋としての目利き力を磨いた

（吉川商事㈱の吉川取締役①）

東京で半導体関連の外資系企業に勤務していた経験を生かし、伝票や在庫管理などのシステム化を推進した（㈱岩清の岩﨑取締役①）

親子共に同じ食品プラントメーカー（得意先）での勤務を経験、開発業務などに相応の効果を発揮してきた（斎藤遠心機工業㈱の斎藤社長②）

大学卒業後は、ファッション系のマーケティングを学ぶために渡米、26歳の時に日本へ戻り入社した（㈱ウノフクの卯野専務②）

ホテル専門学校を卒業後は、父親の知人が経営する近隣温泉街のホテルで2年間の経験を積んだ後に入社した（㈱古まんの日生下社長②）

老舗企業での経験を積むことを念頭に、業歴の長い大手の資源関連企業に自らの意思で入社し、そこで「古い文化と先端設備を無理なく融合させて

いる企業風土」を学ぶことができた（澤井石油商事㈱の澤井社長②）

親子共に同じ大手の紙専門商社（得意先）での3年間の勤務を経験、品質管理や設備更新などの重要性を学ぶことができた（㈱橋本の橋本専務②）

就職活動時に家業を継ぐ意志が芽生え、知人を通じて関西の同業大手企業に見習いとして3年間勤務した（㈲岩切美巧堂の岩切社長③）

学校卒業後、異業種で勤務していたが、夫（調理師）を婿養子として迎えたのを機に家業（うなぎ料理店）に入った（㈱土用亭の福田取締役③）

大学卒業後、いったんは家業に入ったものの、家業独特の“甘え”を断ち切るために2年後に食品素材メーカーへ転職、6年間の“修行”を経て戻ってきた

（日東香料㈱の今井社長③）

大学の土木工学科を卒業後、いったんは中堅ゼネコンにエンジニアとして入社し3年間勤務した（㈱黒川商会の黒川社長③）

東京で大手電機メーカーに就職したが、サラリーマンの限界のようなものを目の当たりにするに及び、家業に戻る決断につながった（㈱大野ナイフ

製作所の大野社長④）

家業を継ぐつもりはなく東京の小売業で勤務後、広島へ戻り社長指示で得意先にて3年間の修行を経てから入社した（㈱中野鉄工所の中野社長④）

大学卒業後、約5年間の地元金融機関勤務を経てから入社した（萬国製針㈱の髙橋社長④）

もともとは小学校教員だったが、妻の実家に婿養子入りしたことを契機に入社（転職）した（㈱おくやまの奥山社長④）

短大卒業後は地元企業で営業や事務を経験、その後、親の体調不良を機に家業へ入った（㈱サトウ精機の佐藤社長④）

大学卒業後、父親が紹介する都内ホテル内の割烹で4年半修行、その後、いくつかの飲食店で調理人経験を経て「父親が元気なうちに」家業へ入るこ

とを決意した（㈱清瀬の廣瀬社長④）

83.3

0.8
11.6

1.9
1.4 0.6 0.5

同族承継

買収

内部昇格

外部招聘

出向
その他

分社化
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産業企業情報 ２０２０－２    ２０２０．５．２６ 

（１）事業承継を世代交代と捉えながら長期目線で「人事リスク」を回避 

数十年あるいは数百年以上の長期にわたって事業を継続している長寿企業は、一定の

周期で訪れる経営者のバトンタッチ、すなわち事業承継の機会を幾度にもわたってクリ

アして今日を迎えている。いうまでもなく、準備不足などにより事業承継問題への対応

を誤れば、いかに長寿企業といえどもたちまち存亡の危機に直面しかねない。そういっ

た意味で、事業承継問題は、事業継続を目指す企業にとっては大きな人事リスクのひと

つであり、それを次々とクリアしてきた長寿企業にＦＢが多いという現実を踏まえれば、

ＦＢそのものに特有の人事リスク低減のための仕組みのようなものが備わっている可

能性は大きいと考えられる。 

一般に事業承継の問題は、早い段階から計画的に取り組んでいかなければならない経

営問題のひとつとされている。こうしたなかで、家族（ファミリー）としての生活空間

と企業経営（ビジネス）の現場に一体感を有することの多いＦＢにおいては、その後継

者候補たる人材（経営者の子供など）が常に身近に存在し、幼少のころより祖父母をは

じめとした多様なファミリーメンバーたちによる意識醸成が長期継続的に施され、やが

ては次代を担う後継者候補として台頭していくという基本的な流れがあると考えられ

る。前述してきたヒアリング企業の共通項のひとつであった「遊び場だった」というケ

ースの多くは、まさにＦＢならではの「人事リスク」を軽減する仕掛けの一つであった

と考えられる。 

なお、これをＦＢの「３Ｃモデル1」に照らし合わせてみると、ここでいう“遊び場”

は、ＦＢ特有の機能の一つでもあるビジネス（経営）とファミリー（家族）の融合を象

徴するもののひとつと考えることができよう（図表６）。 

                         
1 一般企業の分析に用いられる「所有（オーナーシップ）」と「経営（ビジネス）」という要素に加え、「家族（フ

ァミリー）」という要素を加えた、ＦＢ研究における基本的な分析の枠組み。３つの円（Circle）で図示されるこ

とが多いことから「３Ｃモデル」とよばれる。詳細は、産業企業情報 2019-1「中小企業の『継続力』を考える①」

（2019.6.27）を参照のこと 

（図表６）ファミリービジネスの「３Ｃモデル」における“遊び場”の位置付け 

 
（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

ファ ミ リ ー

（ 家族）

ビジネス

（ 経営）

オーナー

シッ プ

（ 所有）

ϓ Ο ϝ Ϩʖ ͳ͢ ͱ 

㎲ۯ ؔ

工場Ǖ店舗などの

ビジネスの現場

遊び場のようなもの？？

｜｜

ビジネスとファミリーの融合
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産業企業情報 ２０２０－２    ２０２０．５．２６ 

もちろん、経営者の子供たちが身近に存在しているからといって、必ずしも後継者候

補として台頭するとは限らないのも現実だ。実際に、後継者となるかどうかはあくまで

その子供自身の“職業選択”に委ね、無用な縛りをあえてかけていない経営者も少なく

ない。しかし、結果的にＦＢの後継者として台頭していく“子供たち”の多くは、生ま

れたときから親の事業（すなわちＦＢ）を身近に感じて育つことで無意識のうちに理念

を共有しつつ、事業継続に対して“使命感”を抱きながら抜群の“安定感”をもって台

頭し、さらなる次世代も見据えながら経営の舵取りを担っているケースが多い。このよ

うな中長期的視点に基づいた人事リスクの回避システムこそが、ＦＢの「継続力」の源

泉の一つであるように思われる。 

また、前章でも触れてきたような、親が体調を崩したことをきっかけに後継者候補が

台頭してくるような状況は、今日的に経営者の健康リスク自体が取り沙汰されるなかで、

健康不安による突然の戦線離脱リスクを軽減させるセーフティーネットとしても機能

していたと考えることができよう。 

このように、多くのＦＢでは、こうした人事リスクを軽減させるような仕掛けが機能

しており、それが結果的に事業継続を長期にわたって実現しているという実態へつなが

っているものと推察される。 

なお、事業承継による世代交代の問題は、そうした人事リスクとしての側面を有する

一方で、それをクリアしていくことによって、次世代経営者のリーダーシップの下で新

たな躍進を遂げていくきっかけにもなり得るものである。これは、後述する「事業リス

ク」、すなわち事業の成熟･衰退を回避していくための方策と表裏一体であり、事業承継

に象徴される「人事リスク」への対応と、事業の長期継続へ向けての「事業リスク」へ

の対応とは、まさに車の両輪のようなものであると考えられる。 

 

（２）次代を担う後継者が「事業リスク」をビジネスチャンスへ転換 

一般に長寿企業は、手がける事業そのものが、中長期的に進展する構造変化に対応し

続けながら今日を迎えていることが多い。いかに前述したような人事リスクへの対応を

進めていたとしても、本業そのものが時代の要請に適合していなければ、企業としての

存続が危ぶまれるばかりでなく、局面打開を担うはずの後継者候補たる人材の散逸を招

き、結果的に後継者不在という状況に陥りかねない。実際、事業承継の際の問題点とし

て「事業の将来性」を挙げる経営者は多く（図表７）、実践できているかどうかは別と

しても、事業を環境変化へ適合させていくことの必要性自体は広く認識されている。 

こうしたなかでＦＢの場合は、事業承継自体が親子間の世代交代と直結していること

が多く、先代たちが築いてきた事業基盤を、若い後継者が自分たちの新しい世代感覚と

融合させていくことで、展開次第では「第二創業」ともいえるような状況にまでつなげ

ていける素地が備わっている。 

なお、ヒアリング事例の中では、人材獲得難などを背景に越後杜氏から社員杜氏への
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産業企業情報 ２０２０－２    ２０２０．５．２６ 

全面切換えを断行した小澤酒

造㈱（東京都青梅市）の小澤会

長や、自身の海外経験から富

裕層をターゲットとした高級

包丁へ大きく舵を切った㈱大

野ナイフ製作所（岐阜県関市）

の大野社長のケースなどがこ

れにあたる。次代を担う経営

者として「第二創業」を遂げて

きた好例といえよう。 

ちなみに、気鋭の総合リゾ

ート運営会社として知られる

㈱星野リゾート（本社：長野県北佐久郡軽井沢町）社長の星野佳路氏は、自身がもとも

と軽井沢の温泉旅館の後継者（４代目）だったという背景からＦＢ研究をライフワーク

としていることでも知られているが、星野氏はその著書「星野佳路と考えるファミリー

ビジネスの教科書」（2019 年）の中で、ＦＢが持つ強さの一つとして「30 年に一度のビ

ジネスモデル自動転換システムがビルトインされている」という点を挙げている。ＦＢ

の事業承継（すなわち世代交代）のサイクルをおよそ 30 年と捉えたとき、そのＦＢに

は、30 年ごとに環境変化に適合すべく現場社員たちとともに変革を遂げていくなど、世

代交代を通じて事業リスクを低減させていく仕組みが備わっているといえる。長寿企業

へと変貌を遂げていくことの多いＦＢの「継続力」の源泉のひとつとして、こうした事

業リスクへの対応力が潜在的に備わっているという点を挙げることができよう。 

 

（３）ヒトや地域の力で「天災地変リスク」を乗り越える事業継続のＤＮＡ 

何十年あるいは何百年にもわたって事業を継続していれば、大地震や風水害など突発

的な天災地変（不可抗力）に見舞われるリスクも想定される。また、大規模な戦争によ

る経済社会の混乱や、明治維新に代表されるような政治体制の大変革、あるいは目下の

新型コロナウイルス感染拡大による経済社会の混迷なども、不可抗力として企業経営に

多大な影響を及ぼす面があることから、広い意味での天災地変リスクといえよう。 

実際に何十年あるいは何百年にもわたって事業を継続している長寿企業の多くは、こ

うしたさまざまな天災地変リスクを乗り越えてきた経験を有している。例えば戦前から

事業を営んでいるという企業であれば、少なくとも第二次世界大戦などによる経済社会

の混乱を乗り切って今日を迎えている。さらに、創業が江戸時代（あるいはそれ以前）

とされているような企業であれば、幕末から明治維新にかけての政治経済の大変革期を

も乗り切って存続してきたということになる（図表８）。そのほか、大地震や風水害な

どの自然災害や火災などのアクシデントによって多くの長寿企業が事業継続の危機に

（図表７）事業承継を行う際に考えられる問題点（上位５項目） 

 
（備考）信金中央金庫 地域･中小企業研究所「全国中小企業景気動向

調査（2016 年 1～3月期特別調査）」をもとに作成 
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見舞われてきた経験を有するが、

それを持ち前の復元力（レジリエ

ンス）で乗り切って今日を迎えて

いる点で共通している。 

不運にもこうしたリスクが顕

在化してしまった際には、今後へ

向けていち早く復旧へ取り組ん

でいくことが事業継続のカギを

握る。とりわけ近年では、相次ぐ

自然災害や“コロナ･ショック”な

どを受けて事業継続計画（ＢＣ

Ｐ）の重要性があらためて認識さ

れつつある。そこでは、復旧の方

法やスピードが決定的に重要で

あることが周知されつつあるが、

これをＦＢの「継続力」という観点からみた場合、どのようなことが考えられるのだろ

うか。 

ＦＢの場合、事業は家族の生活基盤そのものであり、たとえ壊滅的なダメージを被っ

たとしても、その生命線である事業は一日でも早く復旧･復興へ向けて自ら動き始めな

ければならない。ここで復旧･復興の鍵を握るのは「ヒト」や「地域」の存在だ。例えば、

原爆投下（1945 年）で壊滅的なダメージを被ってしまった萬国製針㈱（広島市）のケー

スでは、戦前に導入したドイツ製の最新鋭設備は完全に消失してしまったものの、戦後

復興の流れの中で代々の経営者たちがオリジナルの製針機械を次々と独自開発するこ

とで事業基盤の再構築を進めていた。事業継続のＤＮＡは、最終的に「ヒト」に帰属し

ながら存続し、家族一丸となってＦＢとしての復元力（レジリエンス）を発揮していた

ように思われた。また、北但馬地震（1925 年）で温泉街全体の焼失という大惨事に見舞

われた㈱古まん（兵庫県豊岡市）のケースでは、同社を始め温泉街が一体となって復興

に取り組んできた経緯があり、それまでの「地域」の一員としての取り組みが、危機対

応の場面での復元力の源泉となっていたように思われた。 

何十年あるいは何百年にもわたって事業を継続している長寿企業の場合、こうした危

機対応の経験が、代々の経営者に“訓え”として受け継がれているようなケースもある

ようだ。時間の経過とともに地域社会のなかでは風化しつつある危機対応の経験が、企

業や家族の中では「社訓」あるいは「家訓」として受け継がれているとすれば、それは

まさしくＦＢならではの「継続力」の源泉の一つになり得るものといえそうだ。 

 

 

（図表８）わが国企業の事業継続に大きな影響を与えた

とみられる主な出来事など 

 
（備考）各種資料をもとに信金中央金庫 地域･中小企業研究所作成 

1868年 明治維新（廃藩置県･地租改正･殖産興業）

1929年 世界大恐慌

1937年 日中戦争

1941年 太平洋戦争

1945年 各地で空襲､広島･長崎に原爆投下

1960年 池田内閣が「所得倍増計画」

1985年 プラザ合意（バブル経済の始まり）

1990年 バブル経済崩壊（失われた10年へ）

1995年 阪神･淡路大震災

2000年 ＩＴバブル

2008年 リーマンショック

2011年 東日本大震災

2015年 熊本地震

2018年 西日本豪雨
2020年 新型コロナウイルス感染拡大
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（４）“ファミリーガバナンス”の力は「倫理リスク」をも克服 

いうまでもなく、法令遵守の精神は、今日の企業経営にとっての大前提としてこれを

重視する傾向が強まっている。法令遵守の精神に反した不誠実な意志決定が執り行われ

てしまったケースなど、正しい意志決定をしなかったことが、結果的に企業の存亡を脅

かすまでの事態に発展してしまうケースは後を絶たない。これらの動きは、中長期的な

観点からコーポレートガバナンス（企業統治）を重視する流れにつながり、世界的にも

定着している。つれて、企業経営の現場では、こうした倫理リスクの顕在化を未然に防

止していくための体制作りの重要性が増している。 

こうしたなかで、ＦＢにおける倫理リスクといえば、かつて一部老舗企業による食品

偽装問題等が相次いで表面化した“事件”が印象的だったこともあり、わが国ではＦＢ

や同族経営そのものに対して、そのようなことが起こりがちなのではないかというマイ

ナスのイメージを持たれるようなケースも多かった。 

しかし、そもそも不祥事件はＦＢであるか否かに関わらず各方面で起こっているのも

現実である。こうした実情も勘案しつつ、本稿の問題意識である「長寿企業にはＦＢが

多い」という実態も合わせて考えれば、倫理リスクという切り口においても、むしろＦ

Ｂは、先代たちからの教訓（家訓､社訓など）も支えとなって、こうした倫理リスクを回

避していく力を相対的に備えているのではないかとみることもできよう。 

実際、ヒアリング企業の多くでも、直系親族のみならずその兄弟姉妹なども含めた同

族社員が巧みにバランスをとりながら活躍する、いわば“ファミリーガバナンス”とも

いえるような状況の下で、ＦＢとしての強みを発揮しているケースが散見された。例え

ば、澤井石油商事㈱（北海道留萌市）では、「同族社員だからといって特別扱いは一切

受けない（しない）」と明言しながら、ＦＢだからこその公正性を重視する代々からの

スタンスを強調することで経営の透明性を高めていた。また、会長（先代経営者）夫妻

を交えた親族内ミーティングを随時開催することで情報の共有化を進めているという

㈱おくやま（岩手県花巻市）のケースや、後継者の決定を当事者間の合議に委ねてもよ

いという㈱大和三光製作所（東京都新宿区）のケースなど、経営者としての重要な意志

決定を絶妙なバランス感覚の下で進めているケースもあった。 

企業経営の法令遵守（コンプライアンス）が一段と求められる今日だからこそ、先人

たちの“訓え”にも寄り添いながら、ファミリーメンバー間の「倫理リスク」の顕在化

を巧みに回避し続けているＦＢ特有の取組みには、あらためて注目していくべき部分が

あると考える。 

 

３．ファミリービジネスに見る「継続力」の源泉とは何なのか 

以上で述べてきたような考察も踏まえつつ、ＦＢが備えている「継続力」の源泉があ

るとすれば、それは「常に長期的な目線から企業経営に取り組んでいること」に総括で

きるのではないかと考えられる。すなわち、ＦＢの経営者たちは、代々より受け継いで
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きた事業の存続を念頭に、常に次世代へのバトンタッチを見据えて、中長期的な目線か

らの経営を実践していることが多い。このことが、結果的にＦＢ特有の「継続力」の源

泉となっているものと思われる。 

例えば、ＦＢにとっての事業承継は、世代交代そのものであり、およそ 30 年のスパ

ンで取り組むべき 1大イベントである。先代経営者の身近で長い年月をかけて台頭して

きたＦＢ後継者の多くは、先代経営者と理念を共有しつつ、バトンタッチの段階ではす

でに 30 年後あるいはその先までをも見据えており、「一生をかけて取り組んでいく」と

いう気概の下で長期的な目線から経営の舵取りを行っている。こうした長期的目線は、

天災地変などの不可抗力による事業継続の危機を乗り越えていく復元力（レジリエンス）

にもつながるものであり、本稿のメインテーマである「継続力」の源泉を解き明かして

いくうえで重要なカギを握っていると考えられる。 

また、ＦＢ特有の長期的目線は、事業承継の局面のみならず、企業経営のさまざまな

場面でも威力を発揮し得る要因になっているものと考えられる。例えば、前章でも述べ

てきたように、ＦＢにおける事業承継（世代交代）は、時代変化に適合した約 30 年に 1

度の事業構造大転換のチャンスに他ならない。構造的な時代変化の先の先を見据えた事

業転換や、そのための設備投資などを大胆に行えるのも、長期的な目線を有するＦＢな

らではの「継続力」の源泉といえよう。さらに、その先 30 年の事業を担う次世代経営者

（後継者）候補が身近に存在していたとすれば、意識の醸成や理念の共有も含めた後継

者育成にも長期的な目線から計画的に取り組むことが可能となろう。 

さらに、ＦＢ特有の長期的目線は、取引先や地域などの利害関係者との長期的な相互

信頼関係の構築にも相応の威力を発揮し得る要因になるものとみられる。一般に、中小

企業はそれ単独では存立し得ないものであり、さまざまな利害関係者との関係性のうえ

（図表９）ファミリービジネスの長期的目線 

 
 

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

ファミリー

ビジネス

30年後

30年後

30年後

ファミリー

ビジネス

100年先をも見据えた

「継続力」

長期的目線

環境変化

環境変化
環境変化

利害関係者との長期的相互信頼関係

（取引先・地域社会等）

世代交代による

ビジネスモデル転換

世代交代による

ビジネスモデル転換

世代交代による
ビジネスモデル転換

ビジネス

フ ァ ミ リー オーナーシップ



©信金中央金庫 地域･中小企業研究所 

11 

産業企業情報 ２０２０－２    ２０２０．５．２６ 

で存立していることが通常である。特に、規模の小さい企業であればあるほど、永続を

前提とした地域住民としての性格も帯びているケースが多く、同じ地域内に存立してい

ることの多い取引先なども含めて、長期継続的な関係性（事業基盤）を構築している。 

こうしたなかで、ＦＢ特有の長期的目線（経営スタンス）は、さまざまな利害関係者

に対して「常にそこに存在している」という安心感を与え、主要取引先や地域社会との

世代を超えた信頼関係の構築に大きな威力を発揮している。取引先や地域など、利害関

係者との長期にわたる相互信頼関係は、ＦＢの「継続力」の根幹をなす要素の一つとみ

られる。そこから生まれる“信用”の積み重ねが、やがては“老舗企業”と呼ばれるよ

うな存在へ進化を遂げていくものであると考えられる。 

ファミリー（家族）とビジネス（経営）の融合を実践するＦＢにとっては、生活の最

小単位であるファミリーの永続性と、その生活基盤を支えるビジネスの永続性とは一体

不可分なものであり、それが長期的目線を備えたＦＢの「継続性」にもつながっている。

「長寿企業にはなぜＦＢが多いのか」という問題意識から浮上した「長期的な目線」と

いうひとつの解が、混迷の深まる経済社会の中で事業継続を目指す一般の中小企業に対

して、一定の示唆を与えるようなものとなれば幸いである。 

 

おわりに 

近年、ＦＢとほぼ近似した概念である「同族経営」という形態に対して、「ほんとう

はすごい」という論調の報道や調査研究を多く見かけるようになってきたことを実感す

る。一昔前は、ガバナンス上の問題点を抱えがちなネガティブな存在とみられがちだっ

た「同族経営」は、ここへきてポジティブに見直される機会が増え、「ファミリーとビ

ジネスの融合」や「ファミリーメンバー間の調和」など、むしろ一般企業にはない機能

を有するユニークな存在としての認識が着実に広まりつつある。こうした動きは、もと

もとＦＢに対してポジティブなスタンスで評価している欧米のＦＢ研究の流れにも合

致するものであり、今後はわが国においても、ＦＢをポジティブな存在として評価する

流れが加速していくことになろう。 

2019 年度を通じて実施してきたＦＢにかかる調査研究では、既存の調査研究で網羅

的･データ的にカバーすることが困難な中小規模のＦＢに対し、各地の信用金庫の全面

的な協力の下、個別具体的なヒアリング調査を積み重ねることで、その「継続力」の源

泉を探ってきた。当方の力不足により、まだまだその真髄へ迫るまでに至っていない面

はあるものの、ＦＢ経営者および後継者のみなさまの取材協力もあり、「ほんとうはす

ごい」と言われる所以の一端は垣間見ることができたのではないかと感じている。 

今後も各方面でのＦＢ研究が一段と進展することによって、「ほんとうはすごい」と

いう認識の広がりが大きな潮流となっていくことを祈念して、本稿の結びとしたい。 

                                   以 上 

                            （鉢嶺 実） 
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《参考付表》「中小企業の『継続力』を考える①～④」で掲載してきた事例企業 

① 

㈱江戸一飯田 

（東京都中央区） 

【創業：1914 年】 

 東京･築地の場外市場で２店舗を構える佃煮･煮豆等の製造販売業者。

広告代理店に勤務していた現社長の飯田一雅氏が、母親の後を受けて

2006 年に４代目社長へ就任、工場開設によって製販一貫体制を構築。

本社屋全焼（2011 年）というアクシデントも乗り越えて躍進中。 

吉川商事㈱ 

（東京都港区） 

【創業：江戸時代中期】 

 江戸時代より東京･青山の地で質屋業を代々で継承。後継者の吉川元

浩氏は宝石鑑定士の資格取得などで目利き力を向上。時代に合わせた

ビジネススタイルを模索し、インターネットを利用した販売や買い取

り事業などにも積極的にチャレンジ中。 

簸上清酒㈴ 

（島根県仁多郡奥出雲町） 

【創業：1712 年】 

 創業 300 年の歴史を誇る酒蔵。定番「簸上正宗」に加えて近年では

「玉鋼」や「七冠馬」が人気銘柄。「酒蔵は遊び場だった」と語る代

表の田村明男氏だが、体調を崩したことを機に息子が大手ビール会社

を退職して家業を手伝うと申し出て本格的に経営参画。 

小澤酒造㈱ 

（東京都青梅市） 

【創業：1702 年】 

 創業 300 年の歴史を誇る東京･青梅の酒蔵。主力銘柄「澤乃井」。「常

に生活の中に家業があった」「酒蔵の事業承継は一子相伝」と語る会

長の小澤順一郎氏（22 代目）は、自身の社長時代に、越後杜氏の技能

承継問題等から社員杜氏制への全面切換えを断行。 

㈱岩清 

（静岡県焼津市） 

【創業：1832 年】 

 江戸時代末期より静岡･焼津で塩鯖などの水産加工品を製造。6 代目

社長の岩崎清司氏が体調を崩したのを機に､既に後継者として現場従

事中の長男を助けるため「家族のピンチ」を察知した姉と妹も勤務先

を退職し家業へ参画、前職経験も活かして活躍中。 

② 

斎藤遠心機工業㈱ 

（東京都大田区） 

【創業：1933 年】 

 創業から今日まで遠心分離機の製造一筋で事業を展開。「工場は遊び

場のようなものだった」と語る３代目社長の斎藤光生氏は、食品プラ

ント会社での勤務経験を経て当社入社。後継者候補である息子も同様

の社外勤務を経験。その後、信金の経営塾にも参加。 

㈱ウノフク 

（兵庫県豊岡市） 

【創業：1921 年】 

 鞄のまち･豊岡で鞄の企画･製造･販売を手がけるファブレスメーカ

ー。３代目社長の卯野隆也氏は、幼少期は家の隣が会社で「家業は生

活そのものだった」と語る。後継者たる息子は、幼少期の祖父の訓え

「従業員に感謝」を胸に新設の東京オフィスで活躍中。 

㈱古まん 

（兵庫県豊岡市） 

【創業：717 年】 

 兵庫･城崎温泉で旅館「千年の湯古まん」などを経営。業歴は 1,300

年超にも及ぶ。22 代目社長の日生下民夫氏は、歴史の重みも感じな

がら自然な流れで家業を継承。入社前にはホテル勤務も経験。1925 年

の北但馬地震による温泉街全焼も乗り越えて事業継続。 

澤井石油商事㈱ 

（北海道留萌市） 

【創業：1891 年】 

 留萌･旭川エリアで石油製品（ガソリン･灯油等）販売等を手がける留

萌最古の企業。商圏の中心が旭川に移りつつあるなか「留萌あっての

当社」と本社は留萌に固定。5代目社長の澤井篤司氏は「同族といえ

ども特別扱いしない」という伝来の考え方を堅持。 

㈱橋本 

（東京都大田区） 

【創業：1930 年】 

 洋紙･板紙の裁断加工等を大手製紙メーカーより受託。首都圏最大級

の加工関連設備で高品質の裁断加工を実践。会長（3代目）、社長（4

代目）とも同じ大手の紙専門商社での社外勤務を経験。ともに創業者

を身近に感じながら 100 年企業ヘ向けて躍進中。 

㈱皆生つるや 

（鳥取県米子市） 

【創業：1961 年】 

 鳥取･米子の皆生温泉で旅館を経営。創業者で大女将の宇田川富美江

氏を筆頭に、「父親が体調を崩したのを機に」戻ってきた娘と、自ら

の意志でホテル専門学校を経て入ってきた孫娘が、それぞれ女将と若

女将を継承中。娘婿が経営者として社長に就任。 

（備考）役職は原則として取材当時のものを掲載 
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《参考付表》「中小企業の『継続力』を考える①～④」で掲載してきた事例企業（続） 

③ 

㈲岩切美巧堂 

（鹿児島県霧島市） 

【創業：1916 年】 

 鹿児島の伝統工芸品･薩摩錫器を代々で製造。販路はホテルや百貨

店などから、ふるさと納税返礼品の取扱いへも拡大。叔父から事業

を承継した５代目社長の岩切薫氏を中心に、その弟や従兄弟に加え

父親(３代目)も製造現場で活躍するなど同族社員が随所で活躍中。 

㈱土用亭 

（栃木県鹿沼市） 

【創業：1951 年】 

 栃木･鹿沼のバイパス沿いに立地するうなぎ料理店を営業。「父親

のうなぎ料理の味を幼少期から美味しく感じて育ってきた」と語る

次女の福田桐子氏が後継者（若女将）として店舗経営を切盛り。活

躍する女性経営者として県関連のＷＥＢサイトにも登場。 

日東香料㈱ 

（東京都目黒区） 

【創業：1969 年】 

 大手食品メーカー向けに香料を製造販売。父親から事業を承継した

３代目社長の今井佳代子氏は、幼少期から家業としてのバターやク

ッキーの香りに馴染みがある中、家業入りを果たすもその後自らの

意志で他社修行などを経験。信金主催の経営塾でも活躍。 

㈱黒川商会･伊万里運輸㈱ 

（佐賀県伊万里市） 

【創業：1954 年】 

 コンクリート用細骨材の採取販売とその運搬や土木工事を展開。２

代目社長･黒川隆太氏の３人娘の長女が連れてきた娘婿（中堅ゼネ

コンのエンジニア）を後継者候補として迎え入れ、商工会議所や業

界団体の青年部へ参加させるなど経営者として育成中。 

㈱大和三光製作所 

（東京都新宿区） 

【創業：1915 年】 

 各種工業用の乾燥装置、熱処理装置、焼却装置およびその関連プラ

ントの製造業者。世界遺産の富岡製糸場にも納入実績。４代目社長

の大和輝明氏には２人の息子たちを始め複数の後継者候補が存在、

「できれば候補者間の合議で決定してほしい」と語る。 

④ 

㈱大野ナイフ製作所 

（岐阜県関市） 

【創業：1916 年】 

 刀匠の職人技と高いデザイン性を兼ね備えた高級包丁（OEM）の製

造業者。３代目社長の大野武志氏が父親からの事業承継の過程で留

学経験などを活かし高級路線へ転換、同時に製造現場の改革も推

進。後継者として意欲をみせる長女が同じ職場で活躍中。 

㈱中野鉄工所 

（広島県広島市） 

【創業：1938 年】 

 船舶用タービンベッド、各種タンクなどを手がける金属加工業者。

創業以来、地元の大手船舶部品メーカーを得意先としながら共に躍

進。３代目社長の中野陽介氏は、母親が体調を崩したことを機に帰

省、得意先での社外経験を経て入社後、事業を承継。 

萬国製針㈱ 

（広島県広島市） 

【創業：1918 年】 

 手縫い針（広島針）では国内トップを誇る各種針の製造業者。原爆

投下で当時の製針機械（ドイツ製）は消失したものの、代々の経営

者たちが次々にオリジナル機械を開発、事業基盤を固めていった。

現社長の髙橋英明氏は「幼少期は工場敷地が遊び場だった」と語る。 

㈱おくやま 

（岩手県花巻市） 

【創業：1947 年】 

 岩手県南部で「時計･宝石おくやま」を３店舗展開。義父（２代目）

からバトンタッチを受けた現社長の奥山雅史氏は、元教師という立

場から転じて妻の家業を継承。会長夫妻との親族内ミーティングを

随時開催するなど「対話による力の結集」を目指す。 

㈱サトウ精機 

（岩手県花巻市） 

【創業：1986 年】 

 主として自動車業界向けの金属部品の精密切削加工業者。創業者で

ある父親の後を受け次女の佐藤智栄氏が社長に就任。「幼少期は学

校が休みになると工場で“手伝い”をしていた」と語るなど、岩手

県を代表する「ものづくりなでしこ」として幅広く活躍中。 

㈱清瀬 

（東京都品川区） 

【創業：1912 年】 

 ＪＲ大井町駅前の商店街で「割烹･とんかつ ひろせ」を営業。とん

かつが主力ながらも、店舗２階には 60 名収容の座敷を備えるなど

大規模な宴会需要にも対応。５代目社長の廣瀬慶人氏は「親が元気

なうちに」家業へ戻ることを決意。信金の経営塾にも参加。 

（備考）役職は原則として取材当時のものを掲載 
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④ ファミリービジネスにおける後継者育成（木船貴之･鉢嶺実、信金中金月報 2020 年 5 月号） 

・落合康裕（静岡県立大学准教授）「事業承継の経営学 企業はいかに後継者を育成するか」（2019

年 9 月、㈱白桃書房） 

・落合康裕（静岡県立大学准教授）「事業承継のジレンマ ―後継者の制約と自律のマネジメント―」

（2016 年 5 月、㈱白桃書房） 

・後藤俊夫（日本経済大学特任教授）「ファミリービジネスの視点から見た事業承継」（信金中金月

報 2019 年 11 月号） 

・後藤俊夫（日本経済大学特任教授）「事業承継と地方再生」（「日経グローカル」連載記事）（2018.4.2

～2020.3.2、日本経済新聞社） 

・後藤俊夫（日本経済大学特任教授）「長寿企業のリスクマネジメント ～生き残るためのＤＮＡ～」

（2017 年 3 月、第一法規㈱） 

・中小企業庁「中小企業白書」（2019 年版･2020 年版） 

・日経トップリーダー･小野田鶴「星野佳路と考えるファミリービジネスの教科書」（2019 年 11 月、

㈱日経ＢＰ） 

・日経ビジネス「特集 知られざる実像 同族経営」（2019.6.10、㈱日経ＢＰ） 

・日経ＭＯＯＫ「長寿企業 逆境に勝つ強さの秘密」（2020 年 4 月、日本経済新聞出版社） 

・日経ＭＯＯＫ「100 年企業 強さの秘密」（2019 年 6 月、日本経済新聞出版社） 

・鉢嶺実（信金中央金庫 地域･中小企業研究所主任研究員）「千年企業の継続力 ―なぜそれほど長

期にわたって事業を継続することができるのか―」（信金中金月報 2018 年 12 月号） 

・鉢嶺実（信金中央金庫 地域･中小企業研究所主任研究員）「円滑な事業承継に資する「後継者教育」 

―実施主体としての信用金庫が果たしうる役割とは―」（信金中金月報 2017 年 6 月号） 

・鉢嶺実（信金中央金庫 地域･中小企業研究所主任研究員）「長寿企業の“継続力”を考える ―円

滑な事業承継へ向けてのキーワードは“事業価値”―」（信金中金月報 2017 年 1 月号） 

・ファミリービジネス白書企画編集委員会「ファミリービジネス白書（2018 年版）―100 年経営とガ

バナンス―」（2018 年 5 月、㈱白桃書房） 

 

 

  

 本レポートのうち、意見にわたる部分は、執筆者個人の見解です。また当研究所が信頼できると考える情報源

から得た各種データなどに基づいてこのレポートは作成されておりますが、その情報の正確性および完全性に

ついて当研究所が保証するものではありません。 
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【産業企業情報バックナンバーのご案内】 

号 数 題   名 発行年月 

３０－５ 
ＡＩ技術を活用した宿泊料金決定システムの普及への挑戦 
－旅館・ホテル業界に新たな風を巻き起こす－ 

2018 年 ６月 

３０－６ 
中小企業における「人材活用」① 
－「シニア」の活躍による生産性向上への期待－ 

2018 年 ６月 

３０－７ 
千年企業の継続力 
－なぜそれほど長期にわたって事業を継続することができるのか－ 

2018 年 ７月 

３０－８ 
信用金庫の視点でひも解く 2018 年版中小企業白書・小規模企業白書 
－今こそ中小企業に求められる生産性向上－ 

2018 年 ７月 

３０－９ 
住宅購入希望者の夢をかなえる“住宅ローンテック”への挑戦 
－地方圏を中心に地域金融機関との戦略的提携を目指す－ 

2018 年 ８月 

３０－１０ 
「働き方改革」を中小企業の成長力強化に結びつけるためのヒント 
－働きやすい環境整備がもたらす従業員の活性化が生産性をアップ－ 

2018 年 ９月 

３０－１１ 
中小企業における「人材活用」② 
－「女性」の活躍による生産性向上への期待－ 

2018 年 ９月 

３０－１２ 
「貯蓄から投資へ」を後押しするオンライン証券の挑戦 
－投資家層のすそ野拡大に向けて－ 

2018 年 10 月 

３０－１３ 
中小企業における「人材活用」③ 
－「外国人」の活躍による生産性向上への期待－ 

2018 年 12 月 

３０－１４ 
信用金庫による事業承継支援の在り方とは 
－中小企業の“身近な存在”として期待に応えていくために－ 

2018 年 12 月 

３０－１５ 
「誰もが無理なく簡単に」投資できる資産形成サービスへの挑戦 
－「すべての人を投資家に」の実現に向けて－ 

2019 年 ２月 

３０－１６ 
ＢＣＰ（事業継続計画）への取組みを「稼ぐ力」に生かす中小企業 
－中小企業の身の丈に合った実効性と収益力向上をもたらす BCP へのﾋﾝﾄ－ 

2019 年 ３月 

３０－１７ 
急速に注目を集めるＭ＆Ａプラットフォーム 
－支援ツールのひとつとしての活用の可能性を探る－ 

2019 年 ３月 

３０－１８ 
中小企業における「人材活用」④ 
－「働き方改革」による生産性向上への期待－ 

2019 年 ３月 

2019－１ 
中小企業の「継続力」を考える① 
－“親族間のバトンタッチ”で受け継がれる企業家精神－ 

2019 年 ６月 

2019－２ 
中小企業における経営者の健康リスクについて 
－第 171 回全国中小企業景気動向調査より－ 

2019 年 ７月 

2019－３ 
事例にみるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）による中小企業の経営力強化 
－社会課題の解決と本業リンクでの自己革新がもたらす真の事業継続力－ 

2019 年 ８月 

2019－４ 
信用金庫の視点でひも解く 2019 年版中小企業白書・小規模企業白書 
―令和時代の中小企業･小規模事業者の活躍に向けて― 

2019 年 ８月 

2019－５ 
中小企業の「継続力」を考える② 
̶ファミリービジネスの“後継者”としての意識が醸成されるプロセスとは‐ 

2019 年 ９月 

2019－６ 
中小企業の働き方改革を通じた生産性向上に必要なこととは 
―働き方改革には経営改革・革新が不可欠― 

2019 年 12 月 

2019－７ 
中小企業の「継続力」を考える③ 
～ファミリービジネスにおける“ファミリーガバナンス”の力～ 

2019 年 12 月 

2019－８ 
中小企業景気動向調査からみた 2019 年の回顧と 2020 年の展望 
―調査員のコメントからわかる中小企業の生の声― 

2020 年 １月 

2019－９ 
ゼロから考える「中小企業のＳＤＧｓ」 
―前向きな取組みで企業経営の改善と社会問題の解決を両立― 

2020 年 ２月 

2019－10 
中小企業の「継続力」を考える④ 
～ファミリービジネスにおける後継者育成～ 

2020 年 ３月 

2020－１ 
中小企業景気動向調査からみた新型コロナウイルス感染拡大の影響 
－調査員のコメントからわかる中小企業の現状－ 

2020 年 ４月 

＊バックナンバーの請求は信金中央金庫営業店にお申しつけください。 
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信金中央金庫地域・中小企業研究所 活動状況 

（2020 年 4 月実績） 

 

○レポート等の発行状況 

発行日 分     類 通巻 タ  イ  ト  ル 

20.4.2 ニュース＆トピックス 2020-1 
新型コロナウイルス感染拡大に伴う資金繰り支援－民間金融機
関でも制度融資を利用した実質的な「無利子融資」が可能に－ 

20.4.3 内外金利・為替見通し 2020-1 
日銀は３月会合で流動性供給、信用緩和を目的とした大幅な金
融緩和を決定 

20.4.7 金融調査情報 2020-1 
信用金庫の組織改革に向けて② 
－株式会社オリエントコーポレーションの「働き方改革」－ 

20.4.8 ニュース＆トピックス 2020-4 
中小企業向けＢＣＰである「事業継続力強化計画」について 
－必要性が強く意識されている事業継続力の強化に向けて－ 

20.4.10 金融調査情報 2020-2 信用金庫の建設業向け貸出動向 

20.4.13 ニュース＆トピックス 2020-5 
新型コロナウイルス終息後の景気回復の行方 
－サービス業がコロナ後の景気回復の足かせとなる可能性－ 

20.4.15 中小企業景況レポート 179 
1～3月期業況は急速に悪化、悪化幅はリーマンショック以来 
【特別調査：外国人・海外情勢と中小企業】 

20.4.20 ニュース＆トピックス 2020-6 
2019年度の全国信用金庫の預金・貸出金動向（速報） 
－預金1.2％増、貸出金1.0％増とともに鈍化－ 

20.4.20 ニュース＆トピックス 2020-7 
原油需要は当面、低迷が見込まれる 
－相場低迷が長引けば金融市場にも様々な影響－ 

20.4.21 ニュース＆トピックス 2020-8 
新型コロナウイルス感染拡大の影響により中小企業の業況は大
幅悪化－第179回全国中小企業景気動向調査より－ 

20.4.21 産業企業情報 2020-1 
中小企業景気動向調査からみた新型コロナウイルス感染拡大の
影響－調査員のコメントからわかる中小企業の現状－ 

20.4.28 ニュース＆トピックス 2020-9 
コロナ後の国内観光需要をどうみるか－全体としては緩やかに
回復。訪日外国人等へ依存する業種ではさらなる遅れも－ 

 

＜信金中央金庫 地域・中小企業研究所 お問い合わせ先＞ 

〒103-0028 東京都中央区八重洲１丁目３番７号 

TEL: 03-5202-7671（ダイヤルイン） FAX: 03-3278-7048 

e-mail：s1000790@FaceToFace.ne.jp 

URL https://www.shinkin-central-bank.jp/（信金中央金庫） 

https://www.scbri.jp/（地域・中小企業研究所） 

 


